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栃木市風しん予防対策事業

風しん抗体検査は、県の事業（無料）でも受けられます！
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健康増進課　☎（25）3511　　 健康福祉課　☎（45）1788
健康福祉課　☎（62）0904　　 健康福祉課　☎（29）1103
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10月17日（金）

各事業所/学校/官公署

10月19日（日）

各家庭

秋の大掃除を行いますので、
ご協力をお願いします

大掃除のお知らせ

みんなで協力　きれいな街づくり

　とちぎ秋まつり実行委員会では、市民挙げての祭りとして多く
の皆様に支えていただくため、協賛金を募っております。ぜひ
協力をお願いします。
【開催日程】　11月14日（金）子ども山車まつり
　　　　　　11月15日（土）・16日（日）本まつり
【開催場所】　蔵の街大通り
【開催趣旨】　江戸型人形山車や獅子頭が巡行する『とちぎ秋ま
つり』を開催し、栃木の伝統・文化を後世に伝えるとともに、そ
の優雅さや荘厳さを、市民をはじめ、全国から訪れる多くの皆さ
んに楽しんでいただき、歴史と文化に育まれた「栃木市」を広く
紹介することにより、活力あるまちづくりに貢献するものです。
【募集期間】　11月16日（日）まで
【申込口数】　一口　1,000円から
特典①　秋まつり本部周辺に名前を掲示します（希望者のみ）
特典②　秋まつり特製木札を差し上げます（希望者のみ）
【受付方法】　
○現金の場合→栃木市観光協会までお持ちください
○振込みの場合→「足利銀行　栃木支店（普）3568511
　とちぎ秋まつり実行委員会　委員長　佐山正樹」まで振込み
　ください。（振込手数料は負担ください。併せて申込書を栃
　木市観光協会まで送付願います）
※申込書は、栃木市観光協会のホームページからプリントアウト
できるほか、栃木市観光協会、　 商工観光課、栃木駅観光
案内所、各総合支所観光担当課にて配布しています。
【特記事項】
　協賛金については秋まつりの運営のみに使用します。
　※荒天等により、祭りが中止の場合でも協賛金は返還しませ
　ん。皆さんから提供いただいた個人情報については、上記で
　お知らせした目的以外では利用しません。
【お問合せ】
　（一社）栃木市観光協会　☎（25）2356

とちぎ秋まつり市民協賛のお願いとちぎ秋まつり市民協賛のお願い
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75
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
そ
れ

ま
で
の
健
康
保
険
を
抜
け
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
り
ま

す
。
75
歳
の
誕
生
日
前
に
『
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
』

を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
通

知
は
誕
生
月
の
翌
月
以
降
に
郵

送
し
ま
す
。
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75
歳
の
誕
生
日
を

　
　
　
　
　
迎
え
る
方
へ

8月12日　対象者の年齢制限をなくしました！

（助成期間：平成27年3月31日まで）

　市では、風しん抗体検査と予防接種について、費
用の一部を助成しております。風しん抗体検査と
予防接種で、未来の赤ちゃんを守りましょう。

◎栃木県では、6 月より、抗体検査を無料で実施しており
　ます（予約制）。受け方や対象者が市と異なりますので、
　ご注意ください（県 HP 参照）。県の抗体検査を受けた
　後、予防接種のみ市の助成を受けることもできます。　

●風しん抗体検査・・・・・・・・・1回 2,000 円助成
●予防接種
　（1）風しんワクチン・・・・・・・・1回 3,000 円助成
　（2）麻しん風しん混合ワクチン・・・1回 5,000 円助成

　※検査と接種について、市の助成を受けるには、事前に
申請が必要です。　 健康増進課（☎（25）3511）まで連
絡ください。

栃木市に住所を有する次のいずれかに該当する方
（1）妊娠を希望する女性およびその配偶者
（2）妊娠している女性の配偶者

対
象
者

栃木市マスコットキャラクター
とち介

　
平
成
26
年
1
月
か
ら
、
個
人

の
白
色
申
告
者
の
方
で
事
業
や

不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全
て
の

方
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保

存
が
必
要
で
す
。
住
民
税
の
申

告
書
を
提
出
す
る
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
市
で
は
税
務
署
と

共
催
で
、
制
度
の
内
容
や
記
帳

の
仕
方
な
ど
の
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。

◆
日
時
　
10
月
28
日
（
火
）

農
業
所
得
が
あ
る
方

　
　
　
10
時
〜
12
時

受
付
　
9
時
30
分
〜

平
成
26
年
分
白
色
申
告
者
の

　
　
　
　
　  

記
帳
説
明
会
　

　
建
築
基
準
法
等
を
遵
守
し
建

築
物
を
建
て
る
こ
と
及
び
適
正

に
維
持
管
理
す
る
こ
と
は
、
生

命
、
健
康
及
び
財
産
を
守
る
基

本
的
な
要
素
で
あ
り
良
好
な
住

環
境
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
市
民
相
互
が
快

適
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
法

の
遵
守
及
び
違
反
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
実
施
期
間
中
、
関

係
各
団
体
の
協
力
の
も
と
建
築

現
場
の
点
検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
す
。

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」
が

　
　   

全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
左
記
に
該
当
す
る

方
は
、
65
歳
の
誕
生
日
か
ら
、

任
意
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
／
1
〜
3

級
お
よ
び
4
級
の
一
部

☆
4
級
の
一
部

・
音
声
、
言
語
機
能
の
著
し
い

障
害

・
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く

・
一
下
肢
の
下
腿
の
2
分
の
1

以
上
を
欠
く

・
一
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害

○
療
育
手
帳
／
A1
お
よ
び
A2

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
／
1
・

2
級

○
障
害
年
金
／
1
・
2
級

☆
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
新

た
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
障
害
者
手
帳
も
し
く

は
障
害
年
金
証
書
・
健
康
保
険

証
・
印
か
ん
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
受
給
資
格
者
証
・
特
定

疾
病
療
養
受
領
証
を
お
持
ち
の

方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

この機会に納付、または相談にお越しください。
納期限内での納付に協力をお願いします。

『○』平日夜間窓口　17時15分～19時
『☆』休日窓口　　　 9時～16時

平日夜間、休日納税相談窓口の開設

営
業
所
得
が
あ
る
方

　
　
　
14
時
〜
16
時

受
付
　
13
時
30
分
〜

＊
不
動
産
所
得
の
み
の
方
は
、

い
ず
れ
か
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
　
栃
木
文
化
会
館
　
小

ホ
ー
ル
（
旭
町
）

◆
定
員
　
各
回
先
着
3
0
0
人

◆
問
合
先
　

　 

市
民
税
課
☎
（21）
2
2
6
5

栃
木
税
務
署
☎
（22）
0
8
8
5
　

　
　
　 

　 

（
自
動
音
声
案
内
）

本大藤都西岩本 　
な
お
、
期
間
中
の
平
日
8
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で
　 

建
築

指
導
課
内
に
建
築
相
談
窓
口
を

設
置
し
建
築
基
準
法
全
般
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

◆
日
時

10
月
15
日
（
水
）
〜
21
日
（
火
）

◆
問
合
先
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課
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活
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本

大藤都西岩　
市
内
在
住
の
栃
木
明
徳
会
理

事
長
　
石
崎
常
藏
さ
ん
が
、
栃

木
市
に
お
け
る
金
融
の
変
遷
に

つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
郷
土
史
「
栃
木
町
の

金
融
変
遷
史
」
を
出
版
。「
資
料

著
書
の
ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と

し
て
、
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共

和
国
で
2
年
に
渡
り
活
躍
し

た
、
市
内
在
住
の
柳
田
文
（
や

な
ぎ
た
ふ
み
）
さ
ん
が
帰
国
、

7
月
23
日
に
市
役
所
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
柳
田
さ
ん
は
、
ネ
パ
ー
ル
政

府
女
性
子
ど
も
福
祉
省
傘
下
の

シ
ャ
ン
ジ
ャ
郡
女
性
子
ど
も
事

青
年
海
外
協
力
隊
員

　
　
　  

帰
国
後
表
敬
訪
問

　
8
月
7
日
、
市
内
在
住
の
越

谷
清
二
様
よ
り
、
福
祉
の
増
進

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
地
域
福

祉
基
金
へ
1
0
0
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、
今
後
福
祉
政

策
の
た
め
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
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寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

本

本

栃木明徳会理事長　石崎常藏 様

越谷清二 様

務
所
に
勤
務
し
、
村
の
女
性
組

合
の
自
立
サ
ポ
ー
ト
や
障
が
い

者
手
帳
普
及
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
今
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
員

の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
一
層

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
7
月
30
・
31
日
の
2
日
間
に

わ
た
っ
て
茨
城
県
に
て
開
催
さ

れ
た
、
第
38
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門
の
女
子

個
人
戦
に
お
い
て
、
栃
木
女
子

高
2
年
の
毛
塚
美
希
さ
ん
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
毛
塚
さ
ん
は
、
同
月
に
行
わ

れ
た
、
第
38
回
全
国
高
校
囲
碁

選
手
権
女
子
個
人
戦
に
お
い
て

も
、
3
位
に
入
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

囲
碁
部
門

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す栃木市マスコットキャラクター

とち介

集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
父
・
平

岩
幸
吉
翁
の
あ
し
あ
と
」
と
と
も

に
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
・

図
書
館
・
公
民
館
等
に
と

1
0
0
冊
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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観
光
課
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